
イスラム教シーア派の宗教行事「アーシューラー」に伴う注意喚起 

 

・9月 30日（土）から 10月 1日（日）頃までは，イスラム教シーア派の宗教行事「アーシ

ューラー」に当たります。行列や集会等の関連行事には近づかないでください。 

・この期間中やその前後に海外に渡航・滞在される方は，以下を参照し，テロ事件等不測の

事態に巻き込まれることのないよう，最新の関連情報の入手に努めてください。 

 

１ 9月 30日（土）から 10月 1日（日）頃までは，イスラム教シーア派の宗教行事「アー

シューラー」に当たります。「アーシューラー」は，シーア派イスラム教徒にとって最大

の宗教行事のひとつです。この間，欧米諸国やスンニー派アラブ諸国等でも，シーア派イ

スラム教徒が多数居住する地域では，「アーシューラー」にかかわる宗教行事が行われる

ことがあります。  

  「アーシューラー」は，シーア派イスラム教徒が，預言者ムハンマドの孫フサインが殺

害されたことを悼む宗教行事です。この宗教行事に際して，シーア派イスラム教徒は，自

らの身体をたたいたり，泣き声をあげるなどして，フサインの「殉教」を想起します。 

 

２ 現在のところ，「アーシューラー」に際してテロの実行を呼びかける声明などは確認さ

れていません。しかしながら，過去同行事に際して，イラク，パキスタン，バングラデシ

ュなどで複数のテロ事案が発生しているほか，近年，サウジアラビア等の湾岸諸国におい

ても，シーア派関連施設を狙ったテロ事案が増加しています。これらを踏まえ，テロに対

する注意を強化する必要があります。 

 

３ つきましては， 「アーシューラー」期間中やその前後に海外に渡航・滞在される方は，

従来以上に安全に注意する必要があることを認識し，外務省が発出する海外安全情報及び

報道等により，最新の治安情勢等，渡航・滞在先について最新の関連情報の入手に努める

とともに，改めて危機管理意識を持つよう努めてください。テロ，誘拐等の不測の事態に

巻き込まれることのないよう，特にテロの標的となりやすい場所（※）を訪れる際には，

周囲の状況に注意を払い，不審な人物や状況を察知したら速やかにその場を離れる等，安

全確保に十分注意を払ってください。また，行列や集会等の「アーシューラー」に関わる

宗教行事には，不用意に近づかないようにしてください。 

 

（※）モスク等宗教関連施設，政府・軍・警察関係施設，欧米関連施設，公共交通機関，

観光施設，ショッピングモールや市場等不特定多数が集まる場所等 

 

 

 



４ 在留届の提出または，「たびレジ」への登録を必ず実施してください。 

  ３ヶ月以上海外に滞在する方は在留届の提出を，３ヶ月未満の場合は「たびレジ」への 

 登録を必ず実施してください。渡航先の最新安全情報や，緊急時の大使館又は総領事館か 

らの連絡を受け取ることができます。また，家族や友人，職場等に日程や渡航先での連絡 

先を伝えておくようにしてください。 

（「たびレジ」の登録： https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/ ） 

 

５ 外務省のテロ対策パンフレットも併せてお読みください。 

（１）パンフレット「海外へ進出する日本人・企業のための爆弾テロ対策Ｑ＆Ａ」 

（２）パンフレット「海外旅行のテロ・誘拐対策」 

（パンフレットは，http://www.anzen.mofa.go.jp/pamph/pamph.html に掲載。） 

 

（参考広域情報・スポット情報） 

・「欧州でのテロ等に対する注意喚起（再々更新）」（2017年 08月 18日） 

http://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcwideareaspecificinfo_2017C174.html 

 

（問い合わせ先） 

 ○外務省領事サービスセンター 

  住所：東京都千代田区霞が関 2-2-1 

  電話：（代表）03-3580-3311（内線）2902，2903 

 

（外務省内関係課室連絡先） 

 ○領事局邦人テロ対策室（テロ・誘拐関連）（内線）3047 

○領事局海外邦人安全課（テロ・誘拐関連を除く）（内線）5140 

 ○海外安全ホームページ： 

  http://www.anzen.mofa.go.jp/ （PC版） 

  http://www.anzen.mofa.go.jp/sp/index.html （スマートフォン版） 

  http://m.anzen.mofa.go.jp/mbtop.asp （モバイル版） 

 

在トリニダード・トバゴ日本国大使館が、アンティグア・バーブーダ、ガイアナ、セントビ

ンセント及びグレナディーン諸島、セントクリストファー・ネーヴィス、スリナム、ドミニ

カ国、セントルシア及びグレナダを兼轄 

電話：（国番号 1-868）628-5991 

住所：5 Hayes Street, St. Clair, Port of Spain, Trinidad and Tobago 

ホームページ：http://www.tt.emb-japan.go.jp/houjin-page.htm 

E-mail：ryouji@po.mofa.go.jp 
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